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所属学科名 （または所属課又は団体名）  医療福祉学科  
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１． 提案名 キャンパス農園（仮称：SUMS自然農園）の設置 

２． 趣旨・理由を含 

めた提案内容の 

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募者（合田）は、2015 年から「農福連携（就労や生きがいづくりのために障害者、

高齢者等が農業に取り組む）」を研究し論文等で発表している。学外研究費として、

2021年度ユニベール財団研究助成に「農福連携における中間支援組織が果たす機

能について説明的問いに関する研究」が選定され、現在研究をすすめている。教育

面では、前任大学で 2016 年から大学近隣に所在する農園で合田ゼミ生が自然農法

体験や、同じく近隣の障害者福祉施設が自然栽培している桑の実の収穫体験などを

していた（添付資料１参照）。しかし、2 年前からの新型コロナウイルス感染拡大により、

学外での農福連携体験ができなくなってしまった。その際、上記の農園長から「大学内

に畑をつくったらどうか」という助言をもらっていた。確かに、全国的には農学部以外の

学部で、キャンパス内に農園を設置しているところがみられるが、農福連携をテーマに

したものではない。今回、農福連携の教育研究の場として、また内外へ鈴鹿医療科学

大学の PR の 1 つとして、キャンパス内に小規模ながらも自然農園を設置することを提

案させていただく。 

 


